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議員各位におかれましては，万障お繰り合わせ，ご出席い

ただき，誠にありがとうございます。 

 

本日，午前１時０６分，中国電力より新成羽川ダムの事前

放流を午前２時から行なう旨の連絡がございました。 

これは，広島県を含むダム流域で予想される，３９時間 

雨量が１１０ｍｍを越えたためです。昨日の２１時と本日 

０時の２回連続で１１０㎜以上の雨量予測が確認され，中国

電力の事前放流ルールにより午前２時に放流開始となりま

した。 

本市の対応ですが，午前３時３０分に緊急幹部会議を召集

し，情報伝達及び今後の対応を決めました。 

その後，議員の皆様方やコミュニティ地域づくり協議会，

そうじゃ水辺の楽校，きよね夢テラス，揚水機管理者，消防

分団長などに，連絡をさせていただきました。そして，午前

４時１２分に公式ラインとメールマガジンで第１報を発信

し，更に第２報，第３報と随時情報提供をしております。 

また，広報車による注意喚起を午前４時５０分から行って
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います。これは，４台の車で高梁川の左岸・右岸に分かれて

拡声器による広報活動，更に，河川敷にいる人に対し，個別

に注意喚起を行っているものです。 

引き続き，高梁川の水位に警戒してまいります。 

 

１）平成３０年７月西日本豪雨災害からの復旧復興状況等 

それでは，平成３０年７月西日本豪雨災害からの，心・  

メンタルの復興と，形・インフラの復興の，２通りの復興に

ついてご報告いたします。 

（心の復興） 

 まず，何より大切な「心の復興」ですが，その土台にある

のはお住まいの確保であり，このことについて，できるだけ

早くお示しする必要があると考えました。 

８月２７日現在，昭和仮設住宅に２１世帯，西仮設住宅に

１６世帯，みなし仮設住宅などに７４世帯が入居されていま

す。今なお，不自由な生活を強いられている方々が，少しで

も心の回復を図っていただけるよう，復興住宅の整備方針に

ついて申し上げます。 
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 昭和地区に建設する復興住宅は，今ある仮設住宅の場所に，

西仮設住宅は，下原地区に移し，現在の仮設住宅の建物を 

活用して，整備いたします。また，民間の賃貸住宅などへ  

入居されている方については，本市独自で，最長３年間の 

家賃助成制度を創設したいと思います。入居される方には，

ある程度の，ご負担をお願いすることになりますが，総額 

約３億９千万円を，来年度当初予算に盛り込む予定として 

おります。 

また，被災者の生活再建への足がかりとして，住宅災害 

復旧等資金利子補給制度を創設いたします。これは，住宅の

修理や建替えに伴う，一定の借入金に対する利子０．６３％

を上限に，１０年間助成するものです。本議会に，この制度

に伴う利子補給金の予算案を提出しておりますので，慎重な 

ご審議の程，よろしくお願いいたします。 

さらに，保健福祉部長自らが，仮設住宅などを訪問し，  

支援を実施しております。被災者の健康管理や，住まいの 

再建に向けた見守り支援は，７月末までで３，４４４回を  

数え，現在，４４８世帯の方を対象に，活動を続けており  
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ます。今後も，被災者に寄り添いながら，一刻も早く，平穏

な日常に戻れるよう尽力してまいります。 

 

（形の復興） 

次に，「形の復興」として，河川，道路などのハード整備

の進捗状況をご報告いたします。 

まず，美袋・草田・秦地区へ設置する排水ポンプは，設計

を進めており，下原砂古地区へは，農業用排水設備を整備 

いたします。排水ポンプ設置にかかる費用だけで，約１０億

円を見込んでおり，国の補助制度や，有利な起債の借り入れ

などを検討し，国へ被災地の現状を訴えながら，来年度から

順次，着手してまいります。 

市道などの復旧状況としては，現在９２％の工事が完了し

ております。また，加藤議長とともに，７月８日に，岡山県

の佐藤副知事，及び蓮岡
はすおか

県議会議長，１９日に，中国地方  

整備局，２６日に国土交通省，内閣府，総務省，及び国会  

議員を訪問し，日羽から種井までの国道１８０号の嵩上げや，

仮設住宅の供与期間の延長，排水ポンプ設置に対する補助 
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などについて要望してまいりました。高梁川では，清音古地 

付近の樹木伐採が進められております。また，下倉草田地区

の堤防決壊箇所は，河川改修が完了し，災害前より１ｍから

１．５ｍ程，堤防が高くなりました。豪渓秦橋付近の河道  

掘削は，概ね完了し，下倉橋下流付近の樹木伐採，及び河道

掘削については，発注準備が進められています。 

 

（災害への備え） 

さらに，昨年の災害で得た経験を強みに変え，災害に備え

てまいります。 

８月１５日に，台風１０号が上陸した際，総社市公式  

ＬＩＮＥを通じて災害情報を発信したところ，非常に大きな

反響がございました。台風襲来前の登録者数は３千人弱でし

たが，高梁川だけでなく，前川，足守川，槙谷川の越水危険

箇所などを，動画で配信し，一人一人に安心をお届けした 

ことで，２日間で登録者数が１．５倍以上に急増し，８月  

２７日現在，４，９１５人が登録されています。今後，各  

地域に配置する，特派員を通じた情報提供の体制を整備し，
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災害時の強力な情報配信ツールとして，活用してまいります。 

また，前回の議会でご報告しましたダムの事前放流につい

ては，中国電力から連絡が入り次第，責任を持って，地元の

皆様や，周辺の施設に迅速に連絡し，注意喚起を図るための

広報車を配備するなどの運用方針を定めました。土砂災害・

洪水ハザードマップは，さらに精度を高め，更新作業を行っ

ております。避難所については，市内の企業からご協力を 

いただき，吉備信用金庫本店の屋上，及び市内のユーミー 

マンション５５ヶ所を，新たに，一時避難所として指定する

こととなりました。 

また，昨年の災害時に，大いにご活躍いただいた消防団員

などの皆様ですが，船舶や重機などの資格，免許をお持ちの

方を，事前に登録し，特殊技能チームとして，編成したいと

考えております。７月２日には，免許がなくても操縦できる

小型の救助用ボート操船訓練を行い，消防団員や市職員など，

１９人に修了証を発行しております。８月２６日には，建設

機械を活用した災害復旧合同訓練を実施し，災害即応力を 

強化したところです。 
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今後は，ボランティアなどを含めて，避難所の質の向上 

や，最前線からの情報収集を図るなど，迅速かつ臨機応変に

対応できる協力体制を構築してまいります。 

 

２）全国屈指の福祉文化先駆都市の実現に向けて 

 次に，全国屈指の福祉文化先駆都市の実現に向けた取組み

について，４点ご報告いたします。 

（ひきこもり支援） 

 まず，全国に先駆けて行っている，ひきこもり支援ですが，

当初把握できていた方と，これまでにご相談いただいた方を

あわせて，市内には，ひきこもりの方が少なくとも４００人

おられることがわかっています。 

８月２６日に，総社市が中心となり，初めて開催した  

「全国ひきこもり支援基礎自治体サミット」には，全国から 

約７００人もの参加がありました。サミットでは，群馬県
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とするサミット宣言を採択いたしました。 

ひきこもり支援については，国においても，担当部署が 

必ずしも明確でなく，全国一律の仕組みもございません。 

今後，基礎自治体における，支援の具体的な方策を研究し，

全国に発信してまいります。そして，この取組にご賛同いた

だける市長とともに，私が座長となり，一年に一度，必ず，

サミットを持ち回りで開催することとし，ひきこもり支援の

必要性について，国に強く提起してまいりたいと思います。 

 

（認知症事故救済制度） 

 次に，８月から「認知症事故救済制度」がスタートいたし

ました。岡山県内初となるこの制度は，「ＳＯＳそうじゃ  

おかえりサポート」システムに，本人登録された認知症の方

が，行方不明となり，損害賠償責任を負った場合，最大３億

円が補償される個人賠償責任保険に，総社市が契約者となり，

加入するものです。認知症の方やその家族が，地域の中で，

安心して暮らし続けられるよう，制度を運用してまいります。 
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（幼児教育無償化） 

３点目，１０月から，幼児教育・保育の無償化が始まりま

すが，総社市は子ども本位で，保育の質の向上を図ってまい

ります。８月１日現在，待機児童は４人おられますが，親，

家族，地域とわかり合える関係を築いたうえで，市全体で 

子どもを思い，子ども基点の政策を実行してまいります。 

 

（障がい者施策） 

最後に，私が最も力を入れてきた障がい者施策についてで

ございます。障がい者千五百人雇用は，７月１日現在， 

１，０５５人の方が就労されています。６月に「株式会社  

西山ファーム福祉サービス」総社事業所の，事業継続が困難

となりましたが，直ちに緊急相談窓口を設置し，関係機関と 

緊急対策会議を開催いたしました。現在，事業所を利用され

ていた８名の総社市民のうち，２名の方の就職が決まって 

おります。引続き，賃金の向上や，就労機会の確保などの質

の充実を図り，総社に住んで良かったと思っていただける 

よう，寄り添った支援を続けてまいります。 
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また，総社市では，２０２０年東京パラリンピックの事前

キャンプ地として，イラン・イスラム共和国と交渉を始めま

す。障がいがありながらも，世界を舞台に活躍する，海外の

選手たちを迎えることを契機とし，共生社会の実現に向けた

取組を加速してまいりたいと思います。 

 

 

（市民へのお知らせ） 

ここで，２点お知らせをさせていただきます。 

 

（１）赤米フェスタ２０１９ 

まず，９月１５日 日曜日１７時から，備中国分寺南側 

広場において，赤米フェスタ２０１９を開催いたします。 

相川七瀬さん，さだまさしさん，永井真理子さんなどが出演

し，赤く色づく稲穂の中で繰り広げられる幻想的なステージ

を是非お楽しみください。 
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（２）プレミアム付商品券 

次に，子育て世帯，及び令和元年度住民税が非課税の方を

対象に，プレミアム付商品券を発行いたします。１冊 

５，０００円の商品券を４，０００円で販売し，最大５冊  

まで購入できます。９月１７日から，引換券による商品券の

販売を開始いたしますので，どうぞご利用ください。 

 

（５月議会での検討事項について） 

続きまして，先の５月議会で検討事項としたものについて， 

その結果を御報告させていただきます。 

 

山田議員から，運転免許証の自主返納者への対応はどうか

との御質問があり，今年度から，自主返納した方に対する 

「雪舟くん」利用券の配布を，３０枚から５０枚といたしま

した。 

次に，三宅議員，萱野議員，溝手議員から子どもに対する

交通安全対策について多くのご質問をいただきました。 

 ６月２６日に「子どもたちの安全を守る連携会議」を開催
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し，ドライバーに「子どもの安全を守るステッカー」を配布

するなど，交通安全に対する啓発活動を行っております。 

通学路の安全対策としては，地域力予算を活用し，路面 

表示やポール設置など，複数の工事を発注しております。 

また，危険箇所には，適宜，注意喚起の看板を設置している

ところです。引続き，総社市において，悲惨な事故が決して

起こることのないよう，最善を尽くしてまいります。 

 

 以上，私の任期も残すところ１月余りとなりましたが， 

総社市政に空白期間を作ることなく，市民に寄り添い，挑戦

を続けてまいる所存です。総社市の人口は７月３１日現在，

６万９，１６９人と，過去最高を更新いたしました。８月  

２７日現在，６万９，２１６ 人と，さらに，増加の一途を

たどり，県内１５市の中で唯一，人口増加を続けております。

しかし，このことに慢心することなく，右肩上がりを維持 

できるよう，頑張ってまいりますので，議員の皆様におかれ

ましても，より一層のご理解とご協力をお願い申し上げ， 

私からの行政報告とさせていただきます。 


